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システム監査技術者 模試解説

午前対策の要点
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問１

問２
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監査の視点

リスクアプローチとルールベースアプローチ
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問３

システム監査／管理基準 改訂の流れ

経済産業省
基準：原則，趣旨，指針，達成目標，例

システム監査基準

システム管理基準

(新)システム監査基準

(新)システム管理基準

システム監査基準ガイドライン

システム管理基準ガイドライン

システム監査手法ガイドライン

ガイドライン：実践方法，着眼点，実践・書式の例

民間団体

実践部分をガイドラ
インとして分離
→ 民間団体に委託

変わらない部分

変化する部分
具体的な内容

覚
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問４

ITガバナンスの達成目標
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問５

問６
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保証型監査と助言型監査

問5 選択肢イ
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問７

問８
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全社的なリスクと業務プロセスのリスク

問９
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問9 選択肢エ

ITへの対応
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問１０

予防的／発見的／回復的コントロール
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午後Ⅰ対策の要点

午後Ⅰ対策

正解の根拠は問題文にある！

抽出
・リスク
・コントロール
・監査手続

監査人として
の判断力

正解

解き慣れる → 問題演習中心

① 線を引きながら問題文を読む → 悪いこと探し
② キーワードをたどってヒントを探す → 3段跳び

３段跳び法の要点
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問２を解いてみましょう

設問１( i ) ①
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設問１( i ) ②

設問１( i ) ③



15

設問１( i ) ④

設問1( ii ) ①
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設問1( ii ) ②

設問1(iii) ①
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設問1(iii) ②

設問1(iii) ③
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設問２ ①

設問２ ②
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設問２ ③

設問３ ①
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設問３ ②

設問３ ③
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設問４ ①

設問４ ②
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設問４ ③

〔監査チームが想定したリスク〕

監査チームは，アジャイル開発のリスクやその対応方針を次のようにまとめた。

(1)支援不足によるリスク

トレーナーの経験が不足していたり支援が適切に行われないことで，スプリントの計画

や振返りを適切に実施できないリスクがある。また，スプリント中に発生したトラブルをう

まく解決できずに，遅延や信頼性の低下を招くリスクもある。トレーナーがチームを適切に

支援する体制になっていることを確認する必要がある。

p.10
下から
12行目

午後Ⅱ対策の要点

午後Ⅱ対策

・問題と解答例を読む → ネタ集め ×丸暗記
・書く練習 → 合格条件を満たす論文

設問の要求事項を漏らさず書く

① 設問，要求事項によって，章と節に分ける(章立て)
② 節の中でもユニットに分ける

設 AとB
A：○ B：○
A： B：ー
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章立てとユニット分け

問１を考えてみる
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設問イ

章立て
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解説より 設問アの事例

解説より 設問イの事例
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章立ての目論見

EDIで考えられるリスク
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コントロール①

コントロール②
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展開 ①

論述 ①
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展開 ②

論述 ②
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展開 ③

論述 ③
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展開 ④

論述 ④
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お疲れ様でした


